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研究成果の概要（和文）：1) 国内大学のサステイナブルキャンパス評価(ASSC)結果のデータ分析を行ない、こ
れにキャンパス環境デザイン(CED)の指標を加えることで、新たなキャンパス環境デザイン評価システム(CSDES)
を構築するための研究を行い、一定の成果を得た。
2) サステイナブルキャンパスに関連する海外大学とのネットワークを通じて、キャンパス環境デザイン評価シ
ステム(CSDES)の有効性を明らかにした。
3) キャンパス環境デザイン(CED)が大学評価の中に組込まれることの重要性を、日本学術会議の2017年9月29日
提言「わが国の大学等キャンパスデザインとその整備システムの改善にむけて」に組み込むことができた。

研究成果の概要（英文）：1) We conducted research to build a new Campus Environmental Design 
Evaluation System (CSDES) by conducting data analysis of the results of the Assessment System of 
Sustainable Campus (ASSC) of domestic universities and adding indicators of Campus Environmental 
Design (CED) I gained certain results.
2) Through a network with overseas universities related to the Sustainable Campus, the effectiveness
 of the Campus Environmental Design Evaluation System (CSDES) was clarified. 
3) We were able to incorporate the importance of Campus Environment Design (CED) into university 
evaluation into the recommendations of the Science Council of Japan on September 29, 2017, "For 
improving campus design and its maintenance system in our universities etc.".
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１ 本研究の学術的背景 

１−１ 優れたキャンパス環境デザインの必要性 

我が国の大学キャンパスの整備にはこれまで多く

の資金が投入されたにも関わらず、量的整備と耐震

性確保に重点が置かれ、環境デザインの質はあまり

考慮されず、どちらかといえば空地に建物を建設し

混乱した環境となっているものが多い。大学の機能

強化が謳われ、強み･特色の重点化、グローバル化へ

の対応、イノベーション創出等を支える環境として、

キャンパスは国際的競争力を備えた空間基盤とな

る必要があることは、世界トップ 100にランクされ
る多くの海外大学のキャンパスの状況を見ても明

らかだと感じるが、それを客観的評価する必要があ

る。 
１− ２ 大学評価に考慮されていないキャンパス空

間デザイン 

我が国では、大学評価･学位授与機構、大学基準協会

等による大学評価が行われ、大学の質の確保･向上

を実現しようとしているが、その評価項目の中に、

施設･設備の整備と有効活用に関する評価はあるも

のの、ひとまとまりのキャンパスとしての質的評価

はなされていない。大学キャンパスは我が国の学術

の発展と同様、国際的にも評価されるように整備さ

れなければならない。そのためにも CED(キャンパ
ス環境デザイン)が大学評価の中に組込まれる必要
がある。この重要性は、日本学術会議の 2017 年 9
月 29 日提言「わが国の大学等キャンパスデザイン
とその整備システムの改善にむけて」でも指摘され

ている。この提言作成にあたっては、研究代表者が

分科会幹事として参加し，本研究の成果を活かすこ

とができた。 
１− ３ 大学改革を支えるキャンパスの空間デザイン 

大学キャンパスという空間は、一定規模のオープン

スペースや緑地空間と建築群が一体的まとまりを

持つという都市的空間特性がある。このような複

層・複合的要素を特徴として持つ対象に対して、デ

ザイン学の視点で横断的に分析し、実証的に評価す

ることで、キャンパスが持つべき質的向上の方向を

明確に示すことができるようになると考えている。

しかし、既存の環境性能に重点をおいた評価システ

ム(CASBEE,LEED-ND 等)では、CED の総合的評
価を行うことはできない。また、そのような総合的

評価を大学キャンパスを対象として行い、評価の可

能性と妥当性を検証する取り組みは、地域の持続可

能な発展に寄与する具体手法構築のための重要な

視点を与えることができると考える。 
 
２ 研究の目的 

本研究の目的は以下の 3点である。	

目的１：キャンパスの環境デザイン(CED)に着目し、
グローバル化、イノベーション創出、地(知)の拠点

化を目指す我が国の大学にとって、CED	が重要な
大学評価項目であることを、海外大学のキャンパス

空間と成果(教育･研究･地域貢献等)の分析を通じ

て明らかにする。	

目的２：CED	を評価項目とする際の、定量的･定性
的な環境デザイン評価指標を明らかにし、大学評価

に寄与する CED	評価ツールを提示する。	
目的３：CED	評価ツールと、申請者らが開発した
SC	 評価ツールを統合し、既存大学キャンパスを創

造的に再生するためのリ･デザイン手法を提案する

とともに、大学評価基準に適用可能なキャンパスの

評価指標を提示する	

	

本研究は、大学評価基準が求められる国際的競争力

の向上といった社会的ニーズに対して弱点であっ

た大学キャンパスの空間的質の向上に対して、キャ

ンパスの環境デザイン(CED)評価というデザイン
学の視点を組み込むことで、キャンパスの空間整備

の方向性と備えるべきレベルを明確に示すことが

できるようになる点が第一の特色である。さらにそ

れを都市･地域の環境デザイン評価への適用モデル

とする点が、大学キャンパスと都市とを複合的・横

断的視点で捉え、都市デザインへの新たな方法論の

構築を狙うという独創性を持つ。持続可能な社会の

構築に向けて、環境負荷低減だけではなく、環境デ

ザインという評価しづらい指標を客観的に提示す

ることで、都市･地域のサステイナビリティの向上

に向けた学術的、実践的な取り組みに対して貢献で

きると考え、研究の枠組みを考えた。（図 1）	

	

	

	

 



 

 

 

 

 

 

 

３ 研究実績 

３−１	 2015年度研究実績 
１）タイムス世界大学ランキング評価 2015-2016に
よる TOP100大学の内、先進的に環境負荷低減を目
指しているスイスとドイツの大学に着目し、大学の

規模･立地条件（都市型･郊外型等）・目的（文系･理

系・総合等）・調査のしやすさなどに応じて、スイス

連邦工科大学ローザンヌ校 EPFL（郊外型・全体 34
位･工学 12位）、バーゼル大学（都市型･全体 101位・
生命科学 91位）、フライブルク大学（都市型 84位・
人文科学 56 位）を調査対象として実地調査を行っ
た。2度目の調査となる EPFLを中心に，キャンパ
スの空間タイプ･骨格・緑地状況・パブリックスペー

スの位置などを、同スケールのキャンパス配置図に

記入し、空間デザイン評価のための定量的指標と定

性的指標をリストアップした。 
 
２）日本建築学会大学･地域デザイン小委員会、サス

テイナブルキャンパス推進協議会の協力を得て、国

内主要大学の環境デザイン評価カルテを作成した。 
３）現地調査後、CED評価指標を定量的指標と定性
的指標に分けて仮抽出し、レーダーチャート等での

可視化を試みた。この結果と、作成した図面を合わ

せることで、CED評価のためのカルテとしている。 
 
３−２	 2016年度研究実績 
１）2015 年度作成した評価カルテを比較分析し、
LEED-ND等の評価ツールを参照して CED評価指
標の精度を上げる作業を行った。 
２）ISCN 年次大会において、ISCN 幹事メンバー
に本研究の中間レビューを行い、具体的な評価指標

の有効性や検討の方向性に関する議論と情報交換

を行った。 
３）日本建築学会･大学地域デザイン小委員会、サス

テイナブルキャンパス推進協議会の連携協力を得

て、国内大学のサステイナブルキャンパス評価

（ASSC）結果のデータ分析を行うとともに、レー
ダーチャート項目の検討を行った。 
４）中国・山東建築大学で開催された ACCS(Asian 
Conference on Campus Sustainability)の第 2回国
際会議において、研究代表者がまちづくりにおける

図１ 研究の枠組み 



キャンパスデザイン評価についての発表を行うと

友に、Hongwei Tan教授(同済大学)、Kim Y. H.教
授(韓国海洋大学)など日中韓のキャンパス計画者と
評価に関する意見交換を行った。 
５）サステイナブルキャンパス推進協議会の協力を

得て、2015 年度に実施した ASSC(Assessment 
System of Sustainable Campus)仮評価（図 2，表
１）で高得点を獲得した、日本工業大学、電気通信

大学、琉球大学の 3校を訪問してヒアリング調査を
実施し、評価システムの実効性を検証した。（図 3） 
 
３−３	 2017年度研究実績 
１）2016 年度に作成した評価カルテを分析し、
LEED-ND 等の評価ツールも参照して、CED 評価
指標の精度を上げる作業を行った。 
２）ブリティッシュコロンビア大学および、ポート

ランド州立大学の調査及びヒアリングを行った。 
３）ブリティッシュコロンビア大学で開催された

ISCN2017 年次大会において、2016 年度の同様に
幹事メンバーにレビューを行い、具体的な評価指標

の有効性や検討の方向性に関する議論と意見交換

を行った。 
４）日本建築学会都市計画委員会キャンパス地域再

生WG、サステイナブルキャンパス推進協議会の連
携協力を得て、国内大学のサステイナブルキャンパ

ス評価(ASSC)結果のデータ分析を行ない、本研究が
目指すキャンパス環境デザイン(CED)評価システ
ムとのデータ連係手法の検討を行なうと共に、レー

ダーチャート項目の検討を行った。 
５）京都大学で開催された ACCS（ Asian 
Conference on Campus Sustainability ）の第３回
国際会議（写真１）において、中国、韓国、タイと

日本によるキャンパスデザイン評価に関する意見

交換を行ない、アジアにおけるキャンパス評価ネッ

トワーク実現の筋道をつけた。 
６）イランのフェルドゥシ大学で開催された 1st 
International Conference on Green University（写
真２）において、研究代表者がキャンパスと地域の

連携ならびにキャンパス評価についての講演を行

い、イラン国内におけるキャンパス評価システム構

築にあたっての助言を行った。 
 

図２ サステイナブルキャンパスの描像 

図３ 大学が持つそれぞれの要素が寄与した評価基準の得点 

表 1 ASSC の構成 



４ 今後の展望 

	 当初の目的であるキャンパス環境デザイン評価

システムについては一定の評価は得たものの、大学

評価基準に適用可能な評価指標とするためには、さ

らなる検証が必要となった。今後は、さらに研究を

深めると共に、最終目的である、都市空間における

環境デザイン評価モデルの構築を目指したい。 
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